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環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については，原則として1年に1回EMS推進会
議で検討している。
平成26年度は、平成23年度からの4年間の中期活動計画の最終年度
であった。廃棄物発生量等で未達成のものがあったが、取組とし
ては一定の成果が見られていることから，平成27年度も同一のシ
ステムにより運用する。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

2ヶ月に1回EMS推進会議を開催し、職制長に環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
進捗状況をﾌｫﾛｰしている。又、半年に1回環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動結果報
告書を環境管理責任者に提出させている。
（'14年度取り組み内容例）
　省ｴﾈ･CO2削減：生産ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟによるﾕｰﾃｨﾘﾃｨ使用量削減
　廃棄物削減：有価売却への切替、廃液の濃縮など
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認 証 番 号

年度初めにEMS推進会議を開催し'14年度 京都工場の環境目標を設定す
る。
（'14年度目標一例）
　ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位　　：'10年度比▲5.3%
　相対収率　　　　：100.0％以上
　廃棄物発生量　　：'10年度比▲7.2%
　廃棄物最終処分量(埋立量)：ゼロの継続

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

各職場ごとに、環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ計画書を作成させて推進す
る。
（'14年度取り組み内容例）
省ｴﾈ･CO2削減：生産ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟによるﾕｰﾃｨﾘﾃｨ使用量削減など
廃棄物削減：社外廃液処理から有価売却への切替、廃液の濃縮な
ど
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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

京都工場は、住宅地・鉄道と隣接していることから、環境保全と
地域との調和が重要な責務である。また環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄが当社の優先
的な経営課題の1つであることを認識し、当工場の活動・製品に於
ける全ての側面について環境問題を考慮し、その継続的改善を図
るための活動を行う。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の遵守状況について1ヶ月に1回確認を行っている。これ
まで違反及び行政当局からの指摘はなかった。
また、社内の専門家による「技術・安全衛生・環境保安監査委員
会監査」を年に１回受審している。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

各環境目標ごとに評価している。
（'14年度結果例）
・ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位　　：'10年比▲12.6%(目標達成)
・相対収率　　　　：100.1％（目標達成）
・廃棄物発生量　　：'10年比+2.8%(目標未達)
　廃棄物最終処分量(埋立量)：ゼロ（目標達成）


